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脳血管疾患（9例）および急性心筋梗塞（20例）を対象にした。（計 286例：男 20 例、女 6 例、6ケ月～

























を用いた免疫染色およびへマトキシリン・エオジン（HE）染色を施して観察した。一方、血中 S100B 濃度を ELISA 
法で測定した。 
 その結果、大脳組織内のS100免疫染色陽性反応は星状膠細胞、乏突起膠細胞、一部のミエリンおよび神経細
胞に認められた。星状膠細胞の陽性率は頸部圧迫による窒息と溺死で顕著に低く、同様の傾向が頭部外傷急性
死群にみられた。頸部圧迫による窒息と溺死ではびまん性に、頭部外傷急性死では挫傷部位を中心に星状膠細
胞染色率の低下が認められている。誤嚥による窒息では星状膠細胞染色率が高く、形態もよく保たれていた。
また、神経細胞およびミエリンのS100免疫染色陽性所見は主に頭部外傷遷延死と火災死の一部で認められた。
そのうち神経細胞の陽性率は生存時間と正の相関、星状膠細胞染色率と負の相関を示した。血中 S100B 濃度は
頭部外傷急性死と頸部圧迫による窒息で他の死因群より有意に高く、急性死では星状膠細胞染色率と血中濃度
との間に負の相関がみられている。一方、溺死では星状膠細胞染色率と血中濃度がともに低値を示し、窒息死
の所見とは異なることが明らかにされた。 
 以上の結果から、S100の中枢神経組織免疫染色所見と血中濃度の比較は中枢神経傷害の原因と重症度の評価
に有用で、死因解明の一助となることが示唆された。本研究の成果は、法医実務における死因診断上意義深い
新たな知見を提供したものと評価される。よって著者は博士（医学）の学位を授与するに値するものと判定さ
れた。 
